
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 奥羽大学 
設置者名 学校法人 晴川学舎 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

歯学科 
夜 ・

通信 

 

 

168 168 19  

 
夜 ・

通信 
    

 

薬学科 
夜 ・

通信 
 

58.5 58.5 
19 

  
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/dental/pdf/Syllabus2024-full.pdf 

https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/pharmacy/pdf/Syllabus2024.pdf 

＊実務経験教員は授業概要（ｼﾗﾊﾞｽ）の歯学部は科目の概要上部に、薬学部は科目の概要

に記載している。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 奥羽大学 
設置者名 学校法人 晴川学舎 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.ohu-u.ac.jp/information/zaimu/2024yakuin.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 現歯科医院院長 
2024.6.1～ 

2026.5.31 

法人を代表し、その

業務の総理 

非常勤 現歯科医院院長 
2024.6.1～ 

2026.5.31 
経営計画の策定 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 奥羽大学 

設置者名 学校法人 晴川学舎 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

歯学部では、 

・ｶﾘｷｭﾗﾑ委員会が当該年度の授業科目と時間割を決定し、すべての学部教員を対象に

説明会を開催する。 

・科目責任者は、科目の概要、一般目標、到達目標、履修の進め方、準備学修、成績、

評価方法、教本、参考書、授業内容と日程について授業計画の詳細を記載する。 

・科目責任者は初校と再校にて校正を行う。 

・学部長、学生部長、ｶﾘｷｭﾗﾑ委員は校正後の記載事項を点検し、修正箇所等を科目責

任者に指摘し、訂正後にｼﾗﾊﾞｽを完成させる。 

・上記の作業は 9 月に開始し、3 月末に納品される。 

・納品され次第、学部全教員を対象に次年度の授業計画、授業概要、重要項目の説明

会を開催し、新年度に備える。 

 

薬学部では、 

・後期に次年度ｼﾗﾊﾞｽの作成に関する FD 研修会を開催し、授業の方法、内容、到達目
標、成績評価方法等の要点を相互に確認する。 

・科目担当者に原稿作成を依頼する。 
・提出原稿を学部長とｶﾘｷｭﾗﾑ委員が点検し、修正の必要な箇所を科目担当者に指摘し、
再提出させる。 

・校正後、ｼﾗﾊﾞｽを完成させ、全教員に配布し新年度に備える。 

授業計画書の公表方法 https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#curri 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

歯学部では、すべての科目において学修成果の評価方法をｼﾗﾊﾞｽに明示している。試

験結果等から、秀、優、良、可、不可の成績が付与される。 

 

薬学部では、すべての授業科目についてｼﾗﾊﾞｽに評価方法を記載し、評価基準に則り

厳格かつ適正に単位認定を実施している。 

成績発表は、前期成績と後期成績の 2 回とし、評価は、秀、優、良、可、不可で判定

され、「可」以上を単位認定とする。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

GP は次のとおりとする。 

 

成績の評価 
GP 

5 段階 成 績 

秀 100 点～90点 4.0 

優 89 点～80 点 3.0 

良 79 点～70 点 2.0 

可 69 点～65 点 1.0 

不可 64 点以下 0.0 

 

学期 GPA と累積 GPA の二種類とし、それぞれの算出法は以下の通りである。 

 

学期 GPA＝ 
(当該学期に評価を受けた授業科目の GP × 当該授業科目の単位数）の総和 

当該学期に評価を受けた授業科目の単位数の総和 

累積 GPA＝ 
(在学全期間に評価を受けた授業科目の GP × 当該授業科目の単位数)の総和 

在学全期間に評価を受けた授業科目の単位数の総和 

 

※成績証明書提出先から GPA 記載をもとめられたときは記載する。 

※薬学部は、GPA を参考に退学勧告をする場合がある。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.ohu-

u.ac.jp/faculty/dental/pdf/Syllabus2024-dshiken.pdf 

https://www.ohu-

u.ac.jp/faculty/pharmacy/pdf/Syllabus2024-

4.pdf?20240516 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

歯学部は、本学の目的と教育目標とに基づく教育課程を通じて、以下のような能力
を身に付け、かつ所定の単位を修得し、卒業試験に合格した者に対し卒業証書を授与
し、卒業した者に対し学士(歯学)の学位を授与します。 
1.倫理とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

・患者の立場や背景を理解し、思いやりを持った行動ができる。 
  ・患者との良好な関係を構築し、自己決定の権利の尊重と個人情報を厳守ができ

る。 
2.探求力と解決力 
  ・医療に対して社会や環境が求めるﾆｰｽﾞや問題を探求し、迅速かつ的確に解決で

きる。 
3.病態解析と治療概念 

・病態を解析し、治療の要素を把握できる。 
4.知識と診断 

・歯科口腔疾患を診断し、適切な治療計画を立案できる。 
5.技能と治療 

・歯科医療技術を身に付け、先進的で高度な歯科医療を実施できる。 
6.奥羽ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ 

・超高齢社会の問題と課題を分析し、ﾆｰｽﾞを抽出して解決策を立案できる。 
・地域特性を踏まえた医療連携を構築し、他職種とともに包括医療を実践できる。 
・生涯にわたり歯科医師としての自己研鑽に努めることができる。 

また、各授業科目ｼﾗﾊﾞｽには、当該ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰのどの項目に関連するか科目ﾅﾝﾊﾞ
ﾘﾝｸﾞを付け、教育課程の構造を分かりやすく明示している。 
さらに、卒業までの各進級について「受験資格」「進級および卒業条件」としてｱｾｽﾒ
ﾝﾄﾎﾟﾘｼｰをｼﾗﾊﾞｽに記載し、厳格に審議している。 

 

薬学部は、本学の目的と教育目標とに基づく教育課程を通じて、以下のような能力

を身に付け、かつ所定の単位を修得したものに学士（薬学）の学位を授与する。 

1.社会人としての教養と医療人としての豊かな人間性、高い倫理観、強い使命感を身

に付け、患者の意向を尊重した態度で患者とその家族に対応することができる。 

2.多様な背景を持つ人と速やかに良好なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることのできる能力を身に付

け、患者、患者の家族、医療ﾁｰﾑのﾒﾝﾊﾞｰ等と信頼関係を築くことができる。 

3.医薬品・化学物質等の作用や性状、生体および環境への影響に関する科学的な根拠

を理解・分析し、発信できる十分な知識と能力を有する。 

4.患者の様々な病態における医薬品の使用に際し、安全かつ有効な薬物療法の提案お

よび評価を行うことができる。 

5.医療人として地域の特性を理解・把握・分析できる能力を持ち、多職種連携を通し

て、地域の保健、医療、福祉、健康増進に貢献できる。 

6.最新の薬学専門知識に基づく先進的薬物療法を患者に提供するために、生涯にわた

って主体的学習を継続できるように自己研鑽に努め、次世代を担う人材の育成に取

り組むことができる。 
 また、各授業科目ｼﾗﾊﾞｽには、当該ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰのどの項目に関連するかを明示し、
学修の指針としている。 
 さらに、学年制を加味した単位制をとっており、卒業まで各学年の進級について教

授会で審議し、学位授与を厳格に実施している。すなわち、学年毎に学生の不合格単

位を厳密に精査し、その結果を、ｼﾗﾊﾞｽ掲載「Ⅴ．試験と成績評価」の「6.成績評価・

単位認定」及び「7.進級」の条項に照らして確認したのち、厳格に審議している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://www.ohu-

u.ac.jp/faculty/dental/pdf/Syllabus2024-dshiken.pdf 

https://www.ohu-

u.ac.jp/faculty/pharmacy/pdf/Syllabus2024-3.pdf 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 奥羽大学 

設置者名 学校法人 晴川学舎 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.ohu-u.ac.jp/information/zaimu/r03_taisyaku.pdf 

収支計算書又は損益計算書 https://www.ohu-

u.ac.jp/information/zaimu/r03_jigyoukatudou.pdf 

財産目録 https://www.ohu-

u.ac.jp/information/zaimu/r03_zaisan_new.pdf 
事業報告書 https://www.ohu-u.ac.jp/information/zaimu/r03_jigyoui.pdf 

監事による監査報告（書） https://www.ohu-

u.ac.jp/information/zaimu/r03_kansahoukoku_new.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：奥羽大学 中期目標・中期計画 対象年度：2023～2029 年度） 

公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/zaimu/202304keikaku.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/tenken-pdf/tenken-r05.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/tenken-pdf/houkoku-r05.pdf  

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 歯学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#ado） 

（概要）奥羽大学は、教育基本法並びに学校教育法に基づき、広く知識を養うと共に、

深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を育成し、国民の福祉と文化

の発展に寄与することとし各学部のその目的は、次のとおりとする。 

歯学部は、高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな歯科医師を養成することを目的と

する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/dental/pdf/Syllabus2024-dshiken.pdf） 

（概要）歯学部は、本学の目的と教育目標とに基づく教育課程を通じて、以下のような

能力を身に付け、かつ所定の単位を修得し、卒業試験に合格した者に対し卒業証書を授与

し、卒業した者に対し学士(歯学)の学位を授与します。 

1.倫理とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

  ・患者の立場や背景を理解し、思いやりを持った行動ができる。 

  ・患者との良好な関係を構築し、自己決定の権利の尊重と個人情報を厳守ができる。 

2.探求力と解決力 

  ・医療に対して社会や環境が求めるﾆｰｽﾞや問題を探求し迅速かつ的確に解決できる。 

3.病態解析と治療概念 

  ・病態を解析し、治療の要素を把握できる。 

4.知識と診断 

  ・歯科口腔疾患を診断し、適切な治療計画を立案できる。 

5.技能と治療 

  ・歯科医療技術を身に付け、先進的で高度な歯科医療を実施できる。 

6.奥羽ﾌﾟﾛﾌｪｼｮﾅﾘｽﾞﾑ 

  ・超高齢社会の問題と課題を分析し、ﾆｰｽﾞを抽出して解決策を立案できる。 

  ・地域特性を踏まえた医療連携を構築し、他職種とともに包括医療を実践できる。 

  ・生涯にわたり歯科医師としての自己研鑽に努めることができる。 

また、各授業科目ｼﾗﾊﾞｽには、当該ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰのどの項目に関連するか科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞを

付け、教育課程の構造を分かりやすく明示している。 

さらに、卒業まで各学年の進級について「受験資格」「進級および卒業条件」としてｱｾｽﾒﾝ

ﾄﾎﾟﾘｼｰをｼﾗﾊﾞｽに記載し、厳格に審議している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#diploma） 

（概要）ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼ-に掲げる知識・技能・態度などの能力を修得するために、歯学部で

は 6 年一貫とした以下の方針でｶﾘｷｭﾗﾑを編成しています。 

1.人間性豊かで優れた歯科医師を育成するために、大学で学ぶ目的を明確化し、医療人と

してのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに必要な基本的態度・知識・技能を修得する必要があり、第 1学年～

第 3 学年では、この一貫した共通目標を持たせた「歯科医療人間学」を設けています。

また患者の立場と背景を理解し道徳観や倫理観を涵養するために、第 1 学年と第 2 学

年で「ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ」を履修します。さらに医療に対するﾆｰｽﾞや問題を探求し、それを解

決する力を身に付けるために、第 1 学年～第 3 学年では、ｱｰﾘｰｴｸｽﾎﾟｰｼﾞｬｰを踏まえた

「医学概論」を取り入れています。 

2.生涯にわたり歯科医師として自己開発に努める習慣を身に付けるために、第 1 学年～第

4 学年では、学年や基礎、臨床を問わず学生自身が興味を持つ分野を選択し出向して

学修できる「ｴﾚｸﾃｨﾌﾞ･ｽﾀﾃﾞｨ」を取り入れています。 



  

3.各学年における総合的な知識を確認するために、第 1 学年では総合試験 1D、第 2学年で

は総合試験 2D、第 3学年では総合試験 3D、第 4学年では CBT、OSCE、第 5学年では第

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期終了試験、総合試験 5D を行います。また、第 1学年～第 3 学年の履

修科目では、各科目の到達目標に対して学生間に差が生じないよう、目標達成度の低

い学生を対象に少人数で強化的に学修する「科目選択ｾﾞﾐﾅｰﾙ」を取り入れています。 

4.歯科口腔疾患の病態の解析と治療概念を把握し、診断と適切な治療計画を立案するため

に、第 1 学年と第 2 学年では「理科」、第 2 学年と第 3 学年では基礎系科目による「歯

科基礎医学」と「歯科基礎病態学」、第 3 学年と第 4 学年では臨床系科目による「歯

科口腔診断治療学」、第 4 学年では「歯科口腔診断学」を履修するように編成してい

ます。これにより第 1 学年～第 4 学年で履修する理科、基礎系科目、臨床系科目が順

に取り組めます。 

5.先進的で高度な歯科医療技術を身に付け、さらに超高齢社会のﾆｰｽﾞに対応し、地域特性

を踏まえた包括的医療を実践するﾌﾟﾛﾌｪｼｮﾅﾙになるために、第 5 学年では臨床実習（診

療参加型）と基礎系科目を再度履修するための Evidence research 研修、他職種連携

を学ぶための Medical Team 研修や介護老人保健施設、特別養護老人ホームおよび障が

い者支援施設での学外研修を取り入れています。 

6.歯科医師になるために必要な知識と技能を再確認するために、第 6 学年では歯科医師国 

家試験出題基準に則った授業時間を各科目に割り当て、臨床総合講義を行います。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#ado） 

（概要）本学の建学の理念は「高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな人材を育成

する」です。医療従事者は医学的知識や医療技術の修得にとどまらず、人間性と道徳観や

倫理観を持って他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高め良好な人間関係を築くことが大切です。ま

た、社会環境の変化やﾆｰｽﾞに対応するために、自ら課題を探求して解決する能力や多職種

連携に関わる知識と応用力も必要となります。さらに、人として他者を尊重し思いやる心

と生涯にわたり歯科医師を貫く強い志を持ち、社会に貢献できる歯科医師を目指すことが

必要となります。 

歯学部では、次のような資質を備えた入学者を求めています。 

 

求める人物像 

1.国民の健康の保持・増進に役立ちたいという志を持っている。 

2.生命を尊重し他者を思いやる心を持っている。 

3.地域医療を支える意識を持っている。 

4.歯科医師という職業に魅力を感じ、その仕事に携わりたいという強い希望と意欲を持っ

ている。 

5.歯科医師として、生涯にわたって自己研鑽を続けるための強い意志を持っている。 

 

入学前に身に付けていることが望まれる知識など 

1.入学後の学修に必要な基礎学力（国語、英語、数学、理科）を有している。 

2.基本的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を発揮するための基礎的な知識・態度を有している。 

 

入試区分別ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ 

・総合型選抜入学試験 

 歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

 1.歯科医療を通して社会に貢献したいという強い意欲がある。 

2.将来、自らが目指す歯科医師像が明確である。 

・同窓特別入学試験 

歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

 1.本学歯学部の教育環境を十分に理解している。 

 2.将来、自らが目指す歯科医師像が明確である。 

 



  

・学校推薦型選抜入学試験 

 歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

 1.本学で歯科医学を学ぶことを強く希望している。 

 2.歯科医療を通して社会に貢献したいという強い意欲がある。 

 

・特待生選抜入学試験 

 歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

1.特に理数系科目と英語において、優れた学力水準にある。 

2.指導的立場に立って歯科医学・歯科医療を支える意識を強く持っている。 

 

・一般選抜入学試験 

 歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに合致する入学者を求めます。 

 

・社会人特別入学試験（1年次） 

 歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

 1.歯科医療を通して社会に貢献したいという強い意欲がある。 

2.将来、自らが目指す歯科医師像が明確である。 

 

・編入学試験（2・3・4年次編入） 

 歯学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

 1.歯科医師になりたいという強い希望を持っている。 

 2.本学で歯科医学を学ぶことを強く希望している。 

3.歯科医療を通して社会に貢献したいという強い意欲がある。 

 

学部等名 薬学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#ado） 

（概要）奥羽大学は、教育基本法並びに学校教育法に基づき、広く知識を養うと共に、

深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を育成し、国民の福祉と文化

の発展に寄与することとし各学部のその目的は、次のとおりとする。 

歯学部は、高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな歯科医師を養成することを目的と

する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/pharmacy/pdf/Syllabus2024-3.pdf） 

（概要）薬学部は、本学の目的と教育目標とに基づく教育課程を通じて、以下のような

能力を身に付け、かつ所定の単位を修得したものに学士（薬学）の学位を授与する。 

1.社会人としての教養と医療人としての豊かな人間性、高い倫理観、強い使命感を身に付

け、患者の意向を尊重した態度で患者とその家族に対応することができる。 

2.多様な背景を持つ人と速やかに良好なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることのできる能力を身に付け、患

者、患者の家族、医療ﾁｰﾑのﾒﾝﾊﾞｰ等と信頼関係を築くことができる。 

  ・地域特性を踏まえた医療連携を構築し、他職種とともに包括医療を実践できる。 

  ・生涯にわたり歯科医師としての自己研鑽に努めることができる。 

また、各授業科目ｼﾗﾊﾞｽには、当該ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰのどの項目に関連するか科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞを

付け、教育課程の構造を分かりやすく明示している。 

さらに、卒業まで各学年の進級について「受験資格」「進級および卒業条件」としてｱｾｽﾒﾝ

ﾄﾎﾟﾘｼｰをｼﾗﾊﾞｽに記載し、厳格に審議している。 

3.医薬品・化学物質等の作用や性状、生体および環境への影響に関する科学的な根拠を理

解・分析し、発信できる十分な知識と能力を有する。 

4.患者の様々な病態における医薬品の使用に際し、安全かつ有効な薬物療法の提案および

評価を行うことができる。 



  

5.医療人として地域の特性を理解・把握・分析できる能力を持ち、多職種連携を通して、

地域の保健、医療、福祉、健康増進に貢献できる。 

6.最新の薬学専門知識に基づく先進的薬物療法を患者に提供するために、生涯にわたって

主体的学習を継続できるように自己研鑽に努め、次世代を担う人材の育成に取り組むこ

とができる。 

 また、各授業科目ｼﾗﾊﾞｽには、当該ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰのどの項目に関連するかを明示し、学修

の指針としている。 

 さらに、学年制を加味した単位制をとっており、卒業まで各学年の進級について教授会

で審議し、学位授与を厳格に実施している。すなわち、学年毎に学生の不合格単位を厳密

に精査し、その結果を、ｼﾗﾊﾞｽ掲載「Ⅴ．試験と成績評価」の「6.成績評価・単位認定」及

び「7.進級」の条項に照らして確認したのち、厳格に審議している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#diploma） 

（概要）ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ（学位授与の方針）に掲げる知識・技能・態度などの能力を修得

するために、薬学部では以下の方針でｶﾘｷｭﾗﾑを編成する。 

1.豊かな人間性と深い教養を身に付けるために、人文科学・社会科学・自然科学を広く学

ぶことのできる教養科目を 3 年間にわたり随時受講可能となるように配置します。また、

教養科目、医療薬学系科目、実務実習等により、6 年間を通して医療に関わる専門家と

しての自覚と倫理観を醸成します。 

2.薬学の基礎を順次学修するために、「薬学教育ﾓﾃﾞﾙｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ」に準拠した科目群を適切

な時期に配置します。 

3.2年次からの本格的な薬学専門教育開始の準備のために、初年次に導入教育を開講し、

続いて高度な知識・技能・態度を身に付けるために、薬学専門科目及び専門実習を履修

します。 

4.ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力と問題発見・解決能力を醸成するために、ﾚﾎﾟｰﾄによる文章表現や少人数

ｸﾞﾙｰﾌﾟによる討論(SGD)などによる能動的学修法を多学年にわたり取り入れます。 

5.保健、医療、福祉、健康増進を支援できる能力を養うために、1年次にﾁｰﾑ医療学演習等

を、2〜4年次に薬学系科目、衛生薬学系科目等を配置し、系統的に学修が進むようにし

ます。 

6.薬物療法における実践的能力を養うために、2〜4 年次に薬学の基礎から応用・臨床に

関する知識・技能を順序立ててﾊﾞﾗﾝｽよく修得できるように科目を配置し、知識のまとめ

として SGD を用いた演習を実施します。 

7.5年次の実務実習では、地域及び社会が求めている医療を直接学ぶとともに次世代を担

う薬剤師としての実践的能力や倫理観を養います。 

8.4〜6 年次の卒業研究では、薬学専門科目や実務実習の学修を総合的に活用し、科学的

な思考能力、問題発見・解決能力、情報発信能力を高めます。 

9.医療の現状を見据えながら将来の医療を考え、また、学生の意欲や興味、将来の進路等

に応じられるよう、専門分野により特化した薬学や最新の医療、実践的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ等を

学修できる薬学ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目を開講します。 

10．1～3 年次では、各学年の学修の総仕上げとして薬学演習Ⅰ～Ⅲを履修します。また 4

～6 年次では、それまでに学修した全ての科目の集大成として薬学演習Ⅳ～Ⅵを履修し、

薬剤師として必要な、自発的且つ継続的な自己研鑽力を身に付けます。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/idea.html#ado） 

（概要）本学の建学の理念は「高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな人材を育成

する」です。薬学部では、その具現化のために薬剤師としての必要な知識と技術の修得だ

けにとどまらず、他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを積極的に行うﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを通し、人間性と道徳観や倫

理観を育んでいきます。また、進歩していく社会やﾆｰｽﾞの変化に対応するためには、常に

課題を探求し、解決するまで研鑽し続ける力をつけることが必要となります。 

本学部では、高等学校等における幅広い学習を通じて、次のような資質を備えた入学者

を求めています。 



  

求める人物像 

1.国民の健康の維持・増進に役立ちたいという志を持っている。 

2.生命を尊重し他者を思いやる心を持っている。 

3.地域医療を支える意識を持っている。 

4.薬剤師という職業に魅力を感じ、その仕事に携わりたいという強い希望と意欲を持って

いる。 

5.薬剤師として、生涯にわたって自己研鑽を続けるための強い意思をもっている。 

 

入学前に身に付けていることが望まれる知識など 

1.入学後の学修に必要な基礎学力(国語、英語、数学)を有している。 

2.高等学校までの理科 3 科目(物理、化学、生物)の中で 1 科目以上について、その内容を

身に付けている。 

3.基本的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を発揮するための基礎的な知識・態度を身に付けている。 

 

入試種別ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ 

・一般選抜 

 薬学部のｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに合致する入学者を求めます。 

 

・総合型選抜 

 ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

1.高等学校での学習に限らず、課外活動や社会活動など様々な活動に対し積極的な態度で

参加している自らの活動実例を表現できる。 

 

・学校推薦型選抜 

 ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

1.高等学校で学ぶ基本的学科目、特に理数系科目について、優れた学力水準にある。 

2.知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組むことができる。 

 

・特待生選抜 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

1.高等学校で学ぶ基本的学科目、特に理数系科目について、優れた学力水準にある。 

2.知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組むことができる。 

3.将来、薬剤師として指導的立場に立って社会に貢献したいという意欲を有する。 

 

・編入学試験(第 2・4年次編入) 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。  

1.本学で学ぶ基本的学科目、特に理数系科目について、優れた学力水準にある。 

2.将来、薬剤師として働く高い志を持ち，社会に貢献したいという意欲を有する。 

・社会人特別入学試験 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。 

1.本学で学ぶ基本的学科目、特に理数系科目について、優れた学力水準にある。 

2.将来、薬剤師として働く高い志を持ち，社会に貢献したいという意欲を有する。 

 

・帰国生徒入学試験 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰに加えて、下記の資質を有する入学者を求めます。  

1.本学で学ぶ基本的学科目、特に理数系科目について、優れた学力水準にある。 

2.桧垣在住の経験を活かし、将来薬剤師として働く高い志を持ち，社会に貢献したいとい

う意欲を有する。 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/information/soshiki.html 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

 － 25人 8人 48人 42人 7人 130人 

 － 19人 10人 5人 1人 0人 35人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1人 164人 165人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/dental/d-chair.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

録画授業評価、ワークショップ、シラバス説明会、卒業時･卒業後アンケート等実施 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

歯学部 80人 26人 32.5％ 560人 322人 57.5％ 若干名人 134人 

薬学部 100人 19人 19.0％ 760人 393人 51.7％ 若干名人 39人 

合計 180人 45人 25.0％ 1,320人 715人 54.1％ 若干名人 173人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

歯学部 
63人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

38人 

（  60.3％） 

25人 

（  39.7％） 

薬学部 
104人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

54人 

（  51.9％） 

50人 

（  48.1％） 

合計 
167人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

92人 

（  55.1％） 

75人 

（  44.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

歯学部 
51人 

（100％） 

31人 

（  60.8％） 

11人 

（  21.6％） 

9人 

（  17.6％） 

0人 

（  0％） 

薬学部 
113人 

（100％） 

86人 

（  76.1％） 

7人 

（  6.2％） 

20人 

（  17.7％） 

0人 

（  0％） 

合計 
164人 

（100％） 

117人 

（  71.3％） 

18人 

（  11.0％） 

29人 

（  17.7％） 

0人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）歯学部は、「歯科医学教授要綱」「歯学教育ﾓﾃﾞﾙ･ｺｱ･ｶﾘｷｭﾗﾑ」に則り、6 年一貫とし

た教育ｶﾘｷｭﾗﾑを組み、自らが課題を発見し自らが解決に取り組む課題発見解決能力を育んで

いる。 

授業は、講義、実習、演習からなり、5年次には附属病院において診療参加型の臨床実習を

実施している。 

年間の授業計画は、ｶﾘｷｭﾗﾑ委員会が決定した授業科目と時間割に沿って、科目責任者が授業

計画を作成し、学部長、学生部長、ｶﾘｷｭﾗﾑ委員の点検と科目責任者の修正後にｼﾗﾊﾞｽを完成し、

学部全教員に配布・説明を行っている。 

 

薬学部は、「薬学教育ﾓﾃﾞﾙ･ｺｱ･ｶﾘｷｭﾗﾑ」に則った教育ｶﾘｷｭﾗﾑを組んでいる。 

また、文部科学省が定めた「薬剤師として求められる基本的な資質」を卒業時に備えるため、

豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、生涯にわたって

薬の専門家としての責任を持ち、人の命と健康な生活を守ることを通して社会に貢献する人

材を育成している。 

授業は、講義、実習、演習からなり、5年次には実務実習で薬剤師としての実践的能力と倫

理観を養っている。 

年間の授業計画は、FD 研修会でｼﾗﾊﾞｽ作成の要点を全教員で確認し、科目担当者が授業計画を

作成している。その授業計画を学部長、ｶﾘｷｭﾗﾑ委員が点検し、科目担当者に修正を求めている。

完成したｼﾗﾊﾞｽは学部の全教員に配布、新年度に備えている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）歯学部は、各学年の受験資格、成績評価の要件、進級、卒業判定についての「ｱｾｽﾒ

ﾝﾄﾎﾟﾘｼｰ」をｼﾗﾊﾞｽに明示し、「ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ」に沿って卒業を認可し、学士の学位を与えてい

る。成績は、秀（90～100 点）、優（80～89 点）、良（70～79 点）、可（65～69 点）、不可

（64 点以下）の 5 段階としているが、進級、卒業は以下の基準に従っている。 

(1)第 1～3 学年は、各科目および各実習の最終評価で全て 65 点以上を取得し、なおかつ総合

試験１～３D で 70.00％以上を取得した者を合格とする。 

(2)第 4 学年は、各科目および各実習の最終評価で全て 65点以上を取得し、なおかつ CBT およ

び OSCE で 70.00％以上を取得した者を合格とする。 

(3)第 5 学年は、知識点と臨床実習最終評価でいずれも平均 65 点以上を取得し、なおかつ総合

試験５D で 70.00％以上を取得した者を合格とする。また臨床実地試験（CPX）、一斉技能試

験（CSX)の両方に合格することを臨床実習終了の要件とする。 



  

(4)第 6 学年は、3 回の卒業試験の平均が 70.00％以上を取得した者を合格とする。 

 

薬学部は、成績評価と進級・卒業の要件をｼﾗﾊﾞｽに記載し「ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰ」に沿って卒業を

認可し学位を授与している。科目の成績評価は、秀（90～100 点）、優（80～89 点）、良（70

～79 点）、可（65～69点）、不可（64 点以下）の 5 段階とし、「可」以上を進級の合格基準

としている。 

ただし、未修得単位が 1 年次で 3 単位、2 年と 3 年次で 4 単位までは進級を認め、次年度に履

修できる。4 年次には薬学共用試験の CBT と OSCE の合格が必須となる。卒業の認定は、一般

教養科目、基礎教育科目、専門教育科目の所定の単位数を合わせて 190 単位以上の修得が要件

となる。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

歯学部 
歯学科 192単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

薬学部 

薬学科  

195.5単位 

有・無  

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/facility/ 

 

  

https://www.ohu-u.ac.jp/facility/


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

歯学部 
歯学科 3,500,000円 500,000円 50,000円  

 円 円 円  

薬学部 
薬学科 1,500,000円 200,000円 40,000円  

 円 円 円  

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）入学前教育 

・歯学部では、小論文作成を通して、文章の読解を校正する能力を訓練している。 

・薬学部では、化学、物理、生物、数学を重点とした復習を行っている。 

 

修学支援 

・歯学部では、学年ごとに学年主任に加え、ｸﾗｽ担任として学生 5～7名に 1人の割合で教員

を配置し、少人数制による学修および生活の両面に対して支援指導を行っている。 

・薬学部では、1学年から 3 学年までｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度を設け、講師以上の教員 1人につき各学

年 2～3 人（合計 7～8 人）の学生を学修と生活の両面から指導し、4学年以上は、研究室に

配属してその研究室の教員が支援・指導している。 

 

・経済的支援として、歯学部、薬学部とも、成績優秀者に対して授業料全額相当の奨学金を

支給する特待生制度を設けている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）歯学部では、卒後臨床研修制度のため、研修機関の選択についてｱﾄﾞﾊﾞｲｽを行って

いる。また、1 年次の特別講義において卒直後の研修歯科医、総合病院の勤務医や開業医な

どを招聘し、在学時代から現在までの様子や心構えなどを数週間にわたり講演し、進路選択

の参考になるような初期教育を実施している。 

 

薬学部では、学生部教員による大学院進学のｱﾄﾞﾊﾞｲｽや就職委員会と学事部就職課による就

職ｱﾄﾞﾊﾞｲｽを行っている。 

また、入学時の「ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｳｨｰｸ」や 1 年前期の「ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ」で、卒業後の進路の選択肢

などを説明している。 

さらに、1年次の医療職早期体験授業や、その後 2～6 年次に適宜実施される各種職業ｾﾐﾅｰ

の実施のほか、就職相談室の設置など支援体制が整備されている。 

特に、毎年 12 月には 5年次学生を対象とした職業研究ｾﾐﾅｰを 2 日間開催しており、病院、保

険薬局、ﾄﾞﾗｯｸｽﾄｱ、官公庁などの様々な職種の担当者から直接話を聞くことができる機会を

設けている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）本学では、健康診断、保健室、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室、附属病院などﾍﾙｽｹｱならびにﾒﾝﾀﾙｹｱの

体制を整備している。 

また、学生に対するﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止体制や障がいのある学生に対する配慮や支援体制も整備さ

れている。 

 教員による支援は、歯学部では学年主任、ｸﾗｽ担任制度、薬学部ではｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度および

研究室配属による心身の支援を行っている。 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/dental/d-chair.html 

     https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/pharmacy/p-staff.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

https://www.ohu-u.ac.jp/faculty/dental/d-chair.html


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード（13桁） F107310101313

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

第Ⅱ区分 12人 －内
訳 －

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

43人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

43人

後半期

40人

28人

－

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

奥羽大学

学校法人晴川学舎

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

43人

25人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

－

0人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

－

－

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 －

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

－

（備考）


